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たりもしますが、そんなに懐か
しく恋しい仏さまなのに、なぜ
お盆の間だけなのでしょうか。
考えてみれば、仏事というより
俗世界そのものの考えですが、
孫の帰省のようで「来てよし、
帰ってよし」の心情に似て微笑
ましくもおかしくもあります。　　　　　　　　　　 
　浄土真宗が、慣習化したお盆
のようにお勤めしないのは、ま
ず亡き方々がお浄土で間違いな
く仏さまとなっておられること
がゆるぎないからです。帰省し
た孫達を安心して送り出すのは、
帰る場所が安住の地であると信
じているからでしょう。そこへ
帰ってしっかり人生を送ってく
れるからこそ、「よくやってい
るね。ありがたいことだね」と
送るのでしょう。　 
　仏さまも、安住の地「お浄土」
から、常に苦悩の多い私たちが
迷わず人生を歩んでくれるよう
にと働き続けて下さっているの
です。親鸞聖人の御和讃には、
「安楽浄土に至る人　五濁悪世
に帰りては　釈迦牟尼仏の如く
にて　利益衆生はきはもなし」
と、仏さまのお仕事、お働きが
示されています。　　　　　　　　 
　　　　＊　＊　＊　　　　 
　念仏の世界は、誰もが阿弥陀
仏のご本願によって必ず仏となっ
て生まれる「お浄土」の教えで
す。いのち終えたら誰もが必ず
そこに往く。今生かされるその
ままにいつか必ず往く。それは
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明日かもしれないからこそ、生
かされている今、ふるさとお浄
土のある意味を知り、それが仏
さまの「気づいてくれよ」との
願いに気づくことが大切なので
す。亡き人を供養するのが仏事
ではありません。浄土真宗では、
尊い仏縁が「法縁」となるよう
に勤めさせていただきます。　 
　お浄土は、この世界で親子と
なり、夫婦となり、友人となり、
隣人となって縁を結び、その人々
と、倶（とも）にお浄土という
一つの処で必ずまた出遇う「倶
会一処」の世界なのです。　　　 
　先日、聖路加病院の日野原医
師が亡くなられました。いつか
「新米の頃の小児病棟で、死に
向かい合っている少女の、”私は
死んでもいいところにいきます。
先に行って待っています。だか
ら心配しないでとお父さんお母
さんに伝えて欲しいのです”とい
う言葉に、”そんなこと言わずに、
頑張りなさい”としか応えられな
かったことが一番の後悔です」
と語られていたことが思い出さ
れます。　 
　「観音勢至もろともに　 慈光
世界を照耀し 　有縁を度してし
ばらくも休息あることなかりけ
り」（親鸞聖人ご和讃）　 
　「お浄土」は、身近な仏さま、
また私に繋がる多くのご先祖の
仏さまをご縁にしてすでに私た
ちの前に開かれてあるのです。　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　合掌

　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　自分の中にお浄土を　 
         　　 
　７月、８月になるとスーパー
などにお盆のお供え物が並び、
お盆の月として定着しているこ
とを感じます。そんなお盆も仏
教というより地方色が強いもの
となってしまっていますが、全
国共通しているのは、「ふるさ
と」への帰省大移動です。 
　それがお盆という仏教的な行
事を縁として行われているとい
うことは、私たちが仏さまとと
もどもに、「ふるさと」から帰っ
てまた戻っていくという和やか
な仏教国の姿です。その思いは、
ご先祖から連なる仏教思想によっ
て無意識のうちに日本人の血の
中に育まれてきた、私たちの心
の「ふるさと、お浄土」がある
ことへの郷愁に動かされるから
ではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　 
　　　　＊　＊　＊　　　　　　 
　お盆といえば、京都五山の大
文字焼きや、家庭の玄関に焚く
迎え火送り火を思い浮かべる方
も多いと思います。それは、亡
き人に、１３日の夜に迎え火を
焚いて来ていただき、１５日の
夜には送り火を焚いて戻ってい
ただくというものですが、その
方々は「どこ」からきて「どこ」
へ帰られるのか、また、帰って
こられるときは一刻でも早くと
胡瓜の馬、戻っていただくとき
はゆっくりと茄子の牛を供え
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遠雷の音と久しぶりの夕立ととも
に冷たい風が吹き込んでくる。そ
れをありがたいと感じながら、水
害被災地にとって、今欲しいもの
は何だろうと思う。乾いた砂埃を
鎮める雨か、復旧作業が進んでく
れる晴か、それもちょうどいい加
減の…。束の間でもいいから疲れ
が凌げる涼しさもほしいことだろ
う。そのどれも思うようにはなら
ない。■太古の昔から、自然の猛
威は繰り返し繰り返しあり、あの
エベレストを海底から持ち上げて
造るくらいの現象とはもの凄いも
のであったと思うが、今のインフ
ラや家電、家具など文明の産物の
もたらす被害の膨大さも凄いもの
がある。その地球の上でしか生き
られない生物たちも、活動期に入っ
たとする地球の奥の莫大なエネル
ギーをヒタヒタと感じながらその
都度順応し、生態系を変化させな
がら子孫をつなごうとしているだ
ろう。その中の人間は、なんとか
できるのではないか…と思索する。
そこが人間のもつ英知であり煩悩
あるゆえだろうが、文明の被害を
また文明で補おうとするのは、賢
明な備えだろうか、不安（苦）を
助長させるだけではないかとも思
う。■しかし、過酷な被災の度に
たち返れることがある。自然の脅
威の前では、事実を正面から受け
止め、謙虚になり、しかもたくま
しく生きようとすることだ。過酷
なことだが、避けられない自然の
猛威は、この先も「生きる」とい
うことへの本能を呼び覚ましてく
れる。■おびただしい流木と土砂
は、そこにあった人々の暮らしを
根底から破壊し、変わらずあり続
けると詩や歌に表現されてきた山
や川を一瞬にして変えてしまう。
それなのに、やはり自然は「ゆる
ぎ」ないものととらえるのは、そ
の形状ではなく、与えられる「恵
み」は自然あってのこと。人間の
都合よくコントロールしたとした
ら、破滅に向かうと本能が知って
いるからだろう。■体力の消耗す
る酷暑に、自分だけを正しいと取
り繕う刺々しい言葉を聞くのは暑
苦しい。日本全体が肩の力を抜い
て、木陰で昼寝する姿を見せた方
が、何より優しい省エネの「涼」
ではないだろうか。どうぞ無理せ
ずお大切に！　　　Norimaru
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　暦の上では残暑とはいえ、暑
さはこれからが本番です。日本
の文化は暦に基づいており、そ
のほとんどが季節感と宗教の結
びつきで育まれています。お盆
への郷愁はその最も強いものと
言えます。 
　家族そろってのお墓まいりや
仏前での集いは、「来てあげた
たよ」ではなく、「いつもは忘
れていてすみません。おかげさ
まで生かされています」と気づ
かされるためのものです。 
　どうぞお参り下さい。

お盆のお参り　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　 
　首都圏では、全国各地から持
ち込まれた習慣により、７月８
月の両月お盆が勤められていま
す。特に東京、横浜、横須賀の
一部では７月のお盆が主流の地
域が多くありますが、全国的に
はやはりこれからお盆本番を迎
えます。　　　　　　　　　　　　　 
　奏庵では、あくまで浄土真宗
の教えを大切にしながら、時代
の変化に合わせて、習慣的なお
盆期間にはとらわれず、ご依頼
いただいた順に地域をまとめ、
できる限りご希望に合わせてお
参りさせていただいております
ので、お参りのご依頼はできる
だけ早めにご連絡下さいますよ
うお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　 
　また、奏庵へご遺骨をお預け
の方は、１３日から１６日のお
盆期間中はいつでもお参りして
いただけるようになっています。
尚、期間外の奏庵へのお参り、
またその際に読経をご希望され
る場合は、前もってその旨ご依
頼下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　 

お知らせ　　　　　　 
　例年の通り８月は、「かなで
あん便り」「奏庵法座」ともに
お休みさせていただきます。　　　　　　 
　ご法事、その他の仏事は通常
通りにお受けしお参りさせてい
ただいておりますので、いつで
もご連絡下さい。　　　　　　　　　　　 
　下半期は９月のお彼岸、永代
経法要からです。皆さまには、
どうぞ酷暑の夏を乗り越えてい
ただきますよう、またお元気な
お顔が揃いますことを楽しみに
しております。酷暑の毎日、ど
うぞ呉々もご自愛下さい。


